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 ある種のタンパク質の異常凝集はさまざまな神経疾患の原因になると考えられており、それらの凝集

機構を理解することは、神経疾患の予防や治療法の開発につながることが期待される。一部のタンパク

質の異常凝集においては、非極性アミノ酸残基間にはたらく疎水性相互作用ではなく、セリンやグルタ

ミンなどの極性残基間の相互作用が重要な役割を担っていることが知られている。それらの極性アミノ

酸残基は polar zipper と呼ばれる会合体を形成すると提唱されているが、これまでにその会合様式を直

接観察できた例はなく、実際にどのように自己会合してタンパク質の異常凝集を促進しているのかは、

不明な点が多い。 
 本研究では、4 残基の極性アミノ酸からなるペプチドを化学合成し、中性緩衝液中で結晶化した。作

製した結晶を脱水、洗浄し、粉砕して微細化した後に MicroED に供した。回折データは得られたが、

結晶の格子定数が定まらなかったため、構造決定には至っていない。現在、格子定数が定まらない原因

を探索している。 
 
 
 
 
 


